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│
│
文
芸
漫
談
会
機
関
誌
「
萬
華
鏡
」
を
中
心
に
し
て
│
│

大

橋

毅

彦

一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
上
海
で
開
業
し
て
い
た
内
山
書
店
が
、
内
山
完
造
と
い
う
個
人
の
経
営
す
る
一
店
舗
の
域

を
越
え
て
、
日
中
両
国
の
文
学
と
政
治
に
関
わ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
近
代
文
学
の
領
域
に
お
い
て
そ
の
点
を
振
り
返
っ
て
見
る
な
ら
、
た
と
え
ば
一
九
二
〇
年
代
に
こ
の
街
を
訪
れ
た
芥

川
龍
之
介
、
谷
崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
ら
を
次
々
と
出
迎
え
、
彼
ら
の
逗
留
を
意
義
あ
ら
し
め
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
店
に
出

入
り
す
る
中
国
人
の
若
き
芸
術
家
た
ち
と
彼
ら
を
引
き
合
わ
せ
て
日
中
相
互
の
文
化
交
流
の
気
運
を
促
進
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
中
国
現
代
文
学
の
側
で
は
、
そ
の
晩
年
の
約
十
年
を
上
海
で
過
し
た
魯
迅
と
内
山
完
造
と
の
親
交
が
、
魯
迅
の
創
作
活
動
の
継
続

や
彼
の
主
唱
す
る
新
木
刻
運
動
の
展
開
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
幸
し
た
か
と
い
っ
た
事
実
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
毛
沢
東
の
抗
日

戦
術
論
を
い
ち
早
く
日
本
で
紹
介
し
た
の
は
雑
誌
「
改
造
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
国
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
新
情
報
を
上
海
を
訪

れ
た
改
造
社
々
長
山
本
実
彦
が
入
手
し
た
時
に
も
、
内
山
書
店
は
一
定
以
上
の
役
割
を
果
し
て
い
た
公
算
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
の
中
で
、
内
山
書
店
が
す
で
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
位
置
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
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で
、
今
回
は
同
書
店
を
発
行
所
と
す
る
雑
誌
「
萬
華
鏡
」
の
一
九
二
七
年
七
月
創
刊
号
と
、
一
九
三
〇
年
四
月
号
と
の
二
冊
を
瞥
見
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
た
気
づ
き
や
感
興
を
も
と
に
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

む
ろ
ん
「
萬
華
鏡
」
と
い
う
雑
誌
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
芸
術
家
や
文
化
人
の
中
の
幾
人
か
、
及
び
こ
の
雑
誌
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
っ

た
文
芸
漫
談
会
と
呼
ば
れ
る
集
ま
り
の
持
っ
て
い
た
サ
ロ
ン
的
性
格
な
ど
に
つ
い
て
も
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和

世
界
へ
の
登
場
２

上
海
共
同
租
界
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
」
取
材
班
編

角
川
書
店

一
九
八
六
・
五
）
が
、
同
誌
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
概
要
に
触

れ
る
と
と
も
に
こ
の
雑
誌
の
表
紙
の
装
幀
盧
を
手
が
け
た
宇
留
河
泰
呂
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
、
最
近

出
た
太
田
尚
樹
著
『
伝
説
の
日
中
文
化
サ
ロ
ン

上
海
・
内
山
書
店
』（
平
凡
社
新
書

二
〇
〇
八
・
九
）
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
な
り
の
言
及

が
な
さ
れ
て
は
き
た
。

し
か
し
管
見
で
は
、
こ
れ
ら
二
著
も
含
め
て
「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
の
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
は
な
い
。
ま
た
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和

上
海
共
同
租
界
』
の
「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
取
り
上
げ
方
も
、
そ
こ
に
載
っ
た
作
品
の
一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
本
論
で
は
、
神
田
・
内
山
書
店
主
内
山
籬
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
も
と
に
し
て
そ
の
点
を
補
っ
て
い

く
つ
も
り
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
史
料
紹
介
の
意
義
は
あ
ろ
う
。

ま
た
、
月
一
回
の
発
行
を
宣
言
し
て
始
ま
り
、
一
九
三
〇
年
四
月
号
で
は
第
四
巻
第
二
号
を
数
え
る
に
至
る
ま
で
の
中
か
ら
二
冊
し
か

見
て
い
な
い
と
い
う
決
定
的
な
情
報
量
不
足
を
危
ぶ
み
な
が
ら
も
、
こ
の
二
冊
の
誌
面
構
成
や
内
容
を
見
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時

代
の
文
芸
思
潮
と
連
動
し
て
現
わ
れ
る
「
萬
華
鏡
」
の
性
格
の
推
移
を
、
あ
る
程
度
は
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
先
の
考
察
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
を
期
待
し
た
い
の
は
、「
萬
華
鏡
」
が
単
な
る
仲
間
内

の
趣
味
的
サ
ロ
ン
的
な
集
い
や
交
流
を
反
映
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
雑
誌
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
事
実
、
換
言
す
れ
ば
「
萬
華
鏡
」
を

要
と
す
る
言
説
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
同
時
代
の
文
学
界
や
文
化
界
の
中
に
編
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
示
す
い
く
つ
も
の
証
で
あ
る
。
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「
萬
華
鏡
」
に
作
品
を
寄
せ
て
い
る
人
物
が
、
有
名
無
名
を
問
わ
ず
に
同
時
代
の
上
海
に
お
い
て
こ
の
雑
誌
と
は
別
の
場
で
ど
ん
な
言

説
活
動
や
制
作
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
の
間
に
ど
う
い
っ
た
関
係
性
を
生
じ
さ
せ
る
か
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
問
う
こ
と
は
、「
萬
華
鏡
」
を
切
り
口
と
し
て
こ
の
時
期
の
租
界
都
市
上
海
の
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
、
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
一
端
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
に
通
じ
よ
う
。

い
や
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、「
萬
華
鏡
」
の
創
刊
か
ら
一
九
三
〇
年
四
月
号
発
行
に
至
る
ま
で
を
と
り
あ
え
ず
の
基
準
と
し
て
、
そ

の
前
後
も
若
干
含
ん
だ
期
間
に
、
同
人
中
の
何
人
か
が
一
時
的
に
上
海
を
離
れ
た
り
、
活
動
の
拠
点
を
他
の
場
所
に
移
し
た
り
し
た
こ
と

や
、
上
海
以
外
の
地
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
に
載
っ
た
同
人
の
作
品
が
、「
萬
華
鏡
」
誌
上
に
現
れ
た
彼
ら
の
活
動
と
や
は
り
何
か
し
ら

の
交
渉
を
持
つ
と
し
た
な
ら
、
こ
の
雑
誌
を
も
と
に
し
て
考
え
て
い
か
れ
る
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
射
程
は
さ
ら
に
広
が
り
を
持
つ

も
の
と
な
っ
て
い
こ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
に
、「
萬
華
鏡
」
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
引
き
出
せ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
上
海
内
山
書
店
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
の
あ
り
か
た
を
、「
内
山
―
魯
迅
（
芥
川
・
谷
崎

ら
と
も
置
き
換
え
可
能
）」
と
い
っ
た
〈
点
〉
と
〈
線
〉
と
の
世
界
か
ら
、〈
面
〉
と
〈
系
〉
と
の
世
界
へ
引
き
上
げ
て
い
く
上
で
の
一
助
と

な
る
だ
ろ
う
。

＊

＊

＊

「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
は
既
述
の
と
お
り
一
九
二
七
年
七
月
二
〇
日
に
発
行
さ
れ
た
。
編
輯
兼
発
行
人
（
発
行
所
）
は
「
上
海
北
四
川
路
魏

盛
里
六
九
五
号

内
山
完
造
（
内
山
書
店
）」、
印
刷
人
（
印
刷
所
）
は
「
上
海
海
�
路
十
四
号

蘆
澤
多
美
次
（
蘆
澤
印
刷
所
）」、
定
価
は

二
角
、
ノ
ン
ブ
ル
に
依
拠
す
れ
ば
三
十
八
頁
（
そ
れ
に
ノ
ン
ブ
ル
は
付
い
て
い
な
い
が
、
一
作
品
に
つ
き
一
頁
分
が
充
て
ら
れ
た
絵
画
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
部
分
と
「
編
輯
の
言
葉
」「
同
人
」
一
覧
が
載
っ
た
奥
付
も
加
え
る
と
総
頁
数
四
十
三
頁
）
の
雑
誌
で
あ
る
（
内
山
籬
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
の
も
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コ
ピ
ー
で
あ
っ
た
た
め
紙
質
の
確
定
は
保
留
）。
表
紙
は
一
重
の
太
枠
中
の
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
萬
華
鏡
」、「
創
刊
号
」
の
文
字
が
横
書
き
で

記
さ
れ
、
そ
の
間
に
出
典
は
何
だ
ろ
う
、
ト
ラ
ン
プ
や
西
洋
の
家
具
調
度
か
ら
抜
け
出
し
て
き
た
よ
う
な
、
や
や
古
風
な
衣
裳
を
身
に
ま

と
っ
た
一
組
の
男
女
を
配
し
た
絵
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
目
次
部
分
と
、
そ
こ
に
記
載
は
な
い
が
本
文
中
に
出
て
く
る
四
点
の
絵
画
作
品

の
題
名
と
作
者
名
、
さ
ら
に
目
次
中
の
人
名
と
一
部
重
複
す
る
が
、
奥
付
と
同
じ
頁
に
載
っ
て
い
る
「
同
人
」
の
一
覧
を
以
下
に
挙
げ
て

お
く
。

〔
目
次
〕

中
国
文
学
界
に
希
望
す
る
こ
と
…
…
…
…
…
山
口
慎
一
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岩
本
素
人
…
二
盪

詩
二
篇
…
静
か
な
海＝

時
は
過
ぎ
ゆ
く
…
…
上
野
文
雄
…
三

母
上
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
淡
水
…
四

あ
ら
は
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
喜
多
青
磁
…
五

一
杯
の
お
粥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
内
山
完
造
…
六

支
那
漫
歩
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
山
石
鳥
…
七

梅
雨
集＝

街
上
所
見
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
水
真
澄
…
八

南
京
詠
草
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
野
元
純
彦
…
九

サ
イ
コ
ア
ナ
リ
セ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
碓
居
正
雄
…
一
〇

問
答
一
つ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
安
藤
不
美
雄
…
一
一

詩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
杉
本
勇
…
一
三

山
路
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
島
よ
し
ひ
で
…
一
四

嘆
は
空
間
を
襲
ふ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
島
津
四
十
起
…
一
六

上
海
風
景
十
一
首
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
杉
悌
一
郎
…
一
七

闇
路
を
走
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
野
茂
樹
…
一
八

あ
る
踊
り
子
の
日
誌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
草
伸
太
郎
…
二
一

U
n

D
anseur

M
alger

L
ui

…
…
…
…
…
…
…
升
屋
治
三
郎
…
二
三

悔
ひ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
澤
登
之
助
…
二
五

女
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
秋
元
二
郎
…
二
六

９
と
１１
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
胡
児
…
二
七

或
る
夜
の
幻
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
エ
フ
・
ピ
サ
ロ
…
二
八

臥
牛
庵
随
筆
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
や
ま
が
た
…
二
九

孫
さ
ん
の
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
静
観
逸
人
…
三
一

上
海
の
夏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
王
独
清
…
三
五

梅
雨
の
思
出
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鄭
伯
奇
…
三
六
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〔
絵
画
〕

壷
（
山
口
秀
三
郎
）／

虹
橋
路
（
清
水
薫
三
）／

蘇
州
の
秋
（
茨
木
完
）／

徐
家
匯
（
大
島
亮
治
）

〔
同
人
〕
一
覧

岩
本
素
人
／
石
井
淡
水
／
高
杉
悌
一
郎
／
石
井
政
吉
／
松
崎
千
代
子
／
山
口
慎
一
／
上
野
文
雄
／
秋
元
二
郎
／
王
独
清
／
岡

野
六
郎
／
田
漢
／
大
西
秀
治
／
松
島
よ
し
ひ
で
／
沙
河
田
寛
／
小
島
定
巳
／
寺
田
範
造
／
エ
フ
、
ピ
サ
ロ
／
白
水
真
澄
／
安

藤
文
生
／
桂
日
佐
夫
／
中
野
茂
生
／
若
草
伸
太
郎
／
長
澤
登
之
助
／
島
津
四
十
起
／
升
屋
治
三
郎
／
鄭
伯
奇
／
西
山
信
夫
／

郁
達
夫
／
杉
本
勇
／
後
藤
和
夫
／
山
崎
九
郎
／
胡
児

内
山
完
造
著
『
花
甲
録
』（
岩
波
書
店

一
九
六
〇
・
九
）
の
「
大
正
壬
戌
１１
年
（
１
９
２
２
）」
の
箇
所
に
、
職
業
は
医
者
で
ゲ
ー
テ
に
つ

い
て
の
造
詣
が
深
い
石
井
政
吉
、
坪
内
逍
遥
の
直
弟
子
で
演
劇
に
関
す
る
知
識
は
玄
人
は
だ
し
の
升
屋
治
三
郎
を
は
じ
め
と
す
る
内
山
書

店
に
出
入
り
す
る
数
名
の
友
人
が
、
そ
の
他
の
文
芸
愛
好
家
も
加
え
て
文
芸
漫
談
会
を
作
っ
た
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
が
、
こ
の
石
井
や

升
屋
が
「
萬
華
鏡
」
で
も
同
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
王
独
清
、
田
漢
、
鄭
伯
奇
、
郁
達
夫
は
、
創
造
社
や
中
国
新
演
劇
分
野
で
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

当
時
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
存
在
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
創
刊
号
の
「
編
輯
の
言
葉
」
中
に
あ
る
「『
萬
華
鏡
』
の
ほ
こ
り
は
若
き
支
那

の
芸
術
家
と
緊
く
提
携
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
参
加
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
は
、
そ
れ
が
筆
名
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
別
も
含
め
て
、
そ
の
経
歴
や
横
顔
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
同
人
も
こ
こ
に
挙
げ

た
資
料
中
に
は
多
数
存
在
す
る
。
先
行
研
究
を
見
て
い
け
ば
一
部
情
報
は
拾
え
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
か
な
り
不
十
分
。
そ

の
点
の
不
備
を
補
う
た
め
に
、
同
人
の
一
人
で
あ
る
島
津
四
十
起
が
、
大
正
元
年
に
創
業
し
た
出
版
社
で
北
四
川
路
に
あ
る
金
風
社
か
ら
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出
し
た
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
を
手
始
め
に
蘯
、「
魯
迅
日
記
」（
学
習
研
究
社
版
『
魯
迅
全
集
』
１８
「
日
記
蠡
」（
一
九
八
五
・
一

一
）、
１９
「
日
記
蠱
・
日
記
注
釈
索
引
」（
一
九
八
六
・
八
））
や
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』（
滬
友
会
発
行

一
九
八
二
・
五
）
な
ど
に
も
あ

た
っ
て
み
た
が
、
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
「
萬
華
鏡
」
の
書
き
手
た
ち
の
、
上
海
の
街
で
ふ
だ
ん
従
事
し
て
い
る
仕
事
や
社
会
的
身
分

が
、
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
上
海
の
学
校
に
通
う
学
生
と
教
育
関
係
者
が
い
る
。
創
刊
号
冒
頭
に
載
っ
た
「
中
国
文
学
界
に
希
望
す
る
こ
と
」
の
筆
者

山
口
慎
一
は
、
こ
の
時
点
で
東
亜
同
文
書
院
商
務
科
三
年
次
在
学
中
で
あ
り
（
第
二
十
五
期
生
）、「
虹
橋
路
」
と
題
す
る
絵
を
描
い
た
清

水
薫
三
の
方
は
東
亜
同
文
書
院
教
授
兼
学
生
監
で
あ
る
盻
。

内
山
、
島
津
の
職
業
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
を
避
け
て
、
次
に
挙
げ
た
い
の
は
新
聞
社
や
通
信
関
係
。
す
な
わ
ち
、
創
刊
号
で
は
作
品

を
発
表
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
上
海
毎
日
新
聞
社
放
送
係
の
松
崎
千
代
子
、
同
社
編
輯
局
勤
務
の
小
島
定
巳
、
東
亜
同
文
書
院
の
第
二
十

期
生
で
日
本
電
報
通
信
社
勤
務
の
大
西
秀
治
、
大
北
電
信
会
社
の
西
山
信
夫
、
日
本
新
聞
聯
合
社
の
後
藤
和
夫
が
、
そ
の
人
た
ち
で
あ

る
。そ

し
て
、
後
に
残
っ
た
日
本
人
同
人
は
、
虹
口
北
部
の
高
野
山
別
院
で
戒
教
師
に
近
い
仕
事
に
就
い
て
い
た
杉
本
勇
を
除
け
ば
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
紡
績
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
企
業
・
会
社
や
銀
行
に
勤
め
て
い
る
。
煩
を
厭
わ
ず
判
明
し
た
も
の
を
挙
げ
て
い
け
ば
、
上
野

文
雄＝

日
清
汽
船
無
線
電
信
技
士
、
白
水
真
澄＝

日
華
紡
績
会
社
会
計
部
、
野
元
純
彦＝

台
湾
銀
行
、
碓
居
正
雄
（
碓
氷
正
雄
と
同
一
人
物

な
ら
）＝

千
代
洋
行
、
安
藤
不
美
雄
（「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
で
陶
晶
孫
「
羊
の
素
描
」
を
訳
し
た
安
藤
文
生
と
同
一
人
物
な
ら
）＝

上
海
製

造
絹
糸
会
社
事
務
員
、
松
島
よ
し
ひ
で
（
松
島
義
英
眈
と
同
一
人
物
な
ら
）＝
日
本
電
信
局
通
信
事
務
員
、
高
杉
悌
一
郎＝

日
華
紡
績
会
社
曹

家
渡
工
場
工
務
係
、
升
屋
治
三
郎
（
本
名
菅
原
英
次
郎
、「
胡
児
」
も
筆
名
）＝
半
田
棉
行
上
海
支
店
支
配
人
代
理
、
長
澤
登
之
助＝

三
菱
商

事
会
社
上
海
支
店
会
計
係
、
秋
元
二
郎
（
本
名
中
島
洋
一
郎
眇
）＝

半
田
棉
行
、
山
口
秀
三
郎＝

内
外
綿
（
棉
）
会
社
上
海
営
業
所
要
品
課
、
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茨
木
完＝

東
洋
棉
花
会
社
々
員
、
大
島
亮
治＝

日
華
紡
績
会
社
取
締
役
兼
技
師
長
、
岡
野
六
郎＝

瑞
和
毛
布
公
司
と
い
う
具
合
に
な
る
。

創
業
が
明
治
十
八
年
に
遡
れ
る
半
田
棉
行
の
よ
う
な
有
力
な
企
業
や
、
あ
の
五
・
三
〇
事
件
の
発
火
点
と
な
っ
た
第
七
工
場
を
抱
え
た

内
外
棉
会
社
に
在
職
し
て
い
る
者
も
あ
れ
ば
、
従
業
員
が
二
人
し
か
い
な
い
タ
オ
ル
製
造
業
の
店
に
勤
め
て
い
る
者
も
あ
る
。
職
種
や
職

務
を
見
て
も
、
支
配
人
代
理
、
取
締
役
、
会
計
担
当
、
工
務
係
、
事
務
員
と
、
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
新
聞
社
や

会
社
、
銀
行
の
所
在
地
も
、
大
方
は
黄
浦
灘
路
、
四
川
路
、
南
京
路
、
九
江
路
、
広
東
路
、
福
州
路
、
漢
口
路
、
北
四
川
路
、
呉
淞
路
、

西
華
徳
路
な
ど
、
共
同
租
界
の
心
臓
部
で
あ
る
外
灘
周
辺
と
、
日
本
人
居
留
民
が
多
く
住
ん
で
い
た
虹
口
地
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
東

亜
同
文
書
院
も
含
め
て
い
く
つ
か
は
、
徐
家
匯
虹
橋
路
や
極
司
非
而
路
の
よ
う
に
共
同
租
界
の
西
を
出
外
れ
た
区
域
や
、
上
海
の
イ
ー
ス

ト
・
エ
ン
ド
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
楊
樹
浦
に
接
す
る
区
域
に
も
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
雑
多
な
印
象
を
与
え
る
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
「
萬
華
鏡
」
同
人
と
し
て
名
を
連
ね
た
理
由
、
陳
腐
な
言
い
方
に
な
る
が
、
そ

れ
は
や
は
り
、
あ
る
程
度
創
作
の
下
地
が
出
来
て
い
る
、
そ
の
反
対
に
ほ
と
ん
ど
ア
マ
チ
ュ
ア
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
差
異
に

さ
し
て
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
内
山
書
店
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
彼
ら
が
互
い
に
文
芸
愛
好
家
で
あ
る
と
認
め
合
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ

こ
で
再
び
「
編
輯
の
言
葉
」
中
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
彼
ら
の
出
す
雑
誌
が
「
あ
く
迄
も
上
海
―
支
那
―
で
生
れ
た
も
の
と
し
て
の
特
色

を
持
つ
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

「
編
輯
の
言
葉
」
を
続
け
て
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の
「
あ
く
迄
も
上
海
―
支
那
―
で
生
れ
た
も
の
と
し
て
の
特
色
」
の
中
に
は
、「
只
に

文
芸
雑
誌
に
止
ら
ず
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
芸
術
雑
誌
」
で
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
「
絵
を
か
く
方
々
や
芸
術
写
真
を
制
作
さ
れ
つ
ゝ

あ
る
方
々
や
音
楽
や
ダ
ン
ス
の
方
々
に
も
入
つ
て
頂
」
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
目
標
が
創
刊
号
で
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
な
か

っ
た
と
い
う
発
言
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
の
叙
述
で
確
認
し
て
き
た
書
き
手
の
多
層
性
と
い
う
特
徴
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
っ
て

日
本
内
地
と
は
異
な
る
文
化
的
雑
居
の
様
相
を
多
分
に
持
っ
て
い
る
上
海
の
都
市
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
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ま
た
、「
一
ヶ
月
墨
銀
一
弗
」
の
会
費
を
払
え
ば
会
員
は
誰
で
も
自
由
に
作
品
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
書
き
手
が
誰
で
あ
ろ
う
と

一
人
一
作
一
頁
主
義
を
原
則
と
す
る
と
い
う
方
針
を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
点
も
、
当
時
の
上
海
が
何
か
の
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
そ
こ
を

訪
れ
た
人
間
に
夢
を
つ
か
む
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
可
能
性
を
ま
だ
色
濃
く
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
偏
狭
な
精
神
が
跋
扈
し
て
い
る
土

地
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
自
由
性
を
多
分
に
持
ち
え
て
い
た
街
で
あ
っ
た
こ
と
と
通
じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

王
独
清
を
は
じ
め
と
す
る
「
若
き
支
那
の
芸
術
家
」
の
参
加
も
、
こ
の
雑
誌
が
「
あ
く
迄
も
上
海
―
支
那
―
で
生
れ
た
も
の
と
し
て
の

特
色
」
を
持
つ
こ
と
の
証
と
な
る
わ
け
だ
が
、
彼
ら
が
参
加
し
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
。
一
九
二
七
年
上
半
期
が
い
わ

ゆ
る
〈
赤
い
上
海
〉
の
時
代
で
あ
り
、「
萬
華
鏡
」
同
人
の
う
ち
、
た
と
え
ば
広
州
か
ら
上
海
の
創
造
社
出
版
部
に
移
っ
て
き
た
郁
達
夫

が
「
創
造
月
刊
」
や
「
洪
水
」
の
編
集
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
彼
ら
の
言
論
活
動
に
対
す
る
監
視
や
弾

圧
の
気
配
や
動
き
は
、
指
揮
官
が
軍
閥
孫
伝
芳
か
ら
蒋
介
石
へ
と
変
わ
り
は
し
た
も
の
の
、
決
し
て
そ
の
性
格
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
│
│
こ
う
し
た
情
勢
も
考
慮
す
れ
ば
、
政
治
的
行
動
に
直
接
的
に
関
与
す
る
必
然
性
を
感
じ
る
位
置
に
立
た
さ
れ
て
い
な
い
日

本
人
の
文
芸
愛
好
家
も
多
数
混
じ
っ
て
い
る
「
萬
華
鏡
」
へ
の
郁
達
夫
ら
の
参
加
は
、
内
山
書
店
で
出
会
っ
た
人
々
と
彼
ら
と
の
間
に
取

り
交
わ
さ
れ
た
友
情
や
親
密
な
つ
き
あ
い
と
い
っ
た
問
題
と
は
別
に
、
彼
ら
の
抱
懐
す
る
新
芸
術
理
念
を
よ
り
広
い
範
囲
に
向
け
て
伝
え

て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
と
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
拠
点
が
危
う
く
な
る
事
態
を
想
定
し
て
こ
の
雑
誌
を
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
選
択
し

よ
う
と
す
る
思
惑
と
が
複
合
し
た
現
象
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

創
刊
号
に
載
っ
て
い
る
作
品
の
実
際
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
際
、
個
々
の
作
品
の
文
学
作
品
と
し
て
の
完
成
度
や
結

実
性
を
問
う
こ
と
以
上
に
、
そ
れ
ら
の
主
題
や
書
き
手
の
モ
チ
ー
フ
が
、
こ
れ
も
や
は
り
モ
ダ
ン
志
向
や
革
命
志
向
の
よ
う
に
表
面
上
は

異
な
る
精
神
性
が
衝
突
や
融
合
を
繰
り
返
し
て
い
る
都
市
の
性
格
を
反
映
し
て
、
全
体
と
し
て
ど
こ
か
一
点
に
収
斂
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
分
流
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。
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た
と
え
ば
、
巻
頭
に
置
か
れ
た
山
口
慎
一
の
評
論
「
中
国
文
学
界
に
希
望
す
る
こ
と
」
と
、
そ
の
五
ペ
ー
ジ
後
に
出
て
く
る
内
山
完
造

の
「
一
杯
の
お
粥
」
と
を
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。
前
者
が
「
到
民
間
去
」（＝

ウ
・
ナ
ロ
ド
、
大
衆
の
中
へ
）
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ
の

テ
ー
ゼ
を
掲
げ
て
、
彼
も
ま
た
創
造
社
の
活
動
に
理
解
を
示
す
者
で
あ
る
こ
と
を
闡
明
し
て
い
る
の
と
、
後
者
が
日
常
的
な
飲
食
と
い
う

行
為
を
通
し
て
車
夫
や
苦
力
の
貧
し
い
生
活
風
景
を
一
刷
毛
で
さ
ら
り
と
捉
え
て
い
る
の
と
で
は
、
文
章
の
ト
ー
ン
は
随
分
ち
が
う
。

高
野
山
別
院
に
い
た
杉
本
勇
（
勇
乗
）
が
作
る
詩
の
持
つ
風
合
い
に
つ
い
て
は
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
の
前
年
に
上
海
を
訪
れ
た
金
子
光

晴
が
書
い
た
「
南
支
遊
記
」（「
日
本
詩
人
」
一
九
二
六
・
一
〇
）
中
に
、
彼
の
詩
の
作
例
眄
を
挙
げ
る
と
と
も
に
「
歌
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
単

純
で
き
よ
ら
か
だ
。
あ
の
現
在
新
進
に
通
有
な
、
妙
に
濁
つ
た
不
透
明
な
も
の
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
れ
を
元
に

し
て
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
載
っ
た
詩
の
中
に
あ
る
「
た
の
し
そ
う
な
ざ
わ
め
き
の
街
衢
に
は
泣
き
笑
ひ
の
顔
が
充
ち
て
ゐ
る
や
う

だ
。
／
│
│
ロ
ダ
ン
の
考
へ
る
人
を
上
海
の
真
中
に
据
え
た
な
ら
│
│
／
私
し
は
そ
ん
な
こ
と
を
空
想
す
る
。
／
／
い
や
�
�
も
う
少
し

笑
つ
て
ゐ
よ
ー
／
う
す
烟
る
上
海
の
雨
の
夜
／
心
情
は
抒
情
詩
の
一
聯
に
溶
け
る
。
／
│
│
路
次
裏
を
阿
片
の
匂
が
漂
つ
て
行
く
│
│
／

ス
マ
ロ
ー

リ
ュ
ー
ハ
イ

／
威
勢
よ
く
四
馬
路
へ
馬
車
を
駆
ろ
ー
／
青
蓮
閣
の
二
階
へ
行
こ
ー
／
劉
海
の
奥
に
ゆ
ら
ぐ
細
い
眸
が
、
あ
ゝ
、
怪
し
く
も
私
し
を
た
ぐ

る
。」（
引
用
中
の
「
／
／
」
は
連
の
変
わ
り
目
を
指
す
。
大
橋
注
）
と
い
う
一
節
を
読
ん
で
み
て
も
、
そ
う
し
た
金
子
の
ひ
そ
み
に
な
ら
っ
た

評
言
を
贈
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
う
強
い
反
発
は
生
じ
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
。

「
あ
る
踊
り
子
の
日
誌
」
│
│
本
文
の
方
で
は
「
上
海
のＧＬＩＭ

ＰＳＥ

（
そ
の
一
）

あ
る
踊
り
子
の
日
誌
」
と
な
っ
て
い
る
│
│
も
印
象

に
残
る
作
品
で
あ
る
。
筆
名
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
若
草
伸
太
郎
な
る
書
き
手
が
寄
せ
た
こ
の
作
品
は
、
林
芙
美
子
「
放
浪
記
」
を
連
想
さ

せ
る
よ
う
な
筆
致
で
、
上
海
で
の
日
々
を
過
す
一
人
の
踊
り
子
の
放
埓
と
純
粋
と
が
入
り
混
じ
っ
た
心
の
動
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

マ
マ

だ
。
彼
女
の
日
常
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
イ
眩
で
ジ
ヨ
ゼ
ツ
ト
三
ヤ
ー
ル
半
」
を
買
っ
た
り
、「
福
縁
壽
」眤
で
馴
染
み
の
客
か
ら
の
ご
馳
走

に
あ
ず
か
る
と
い
っ
た
出
来
事
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
消
費
や
快
楽
の
欲
望
の
支
配
下
に
あ
る
生
活
の
中
で
、
ふ
と
日

上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
奥
行
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本
内
地
に
置
い
て
き
た
子
供
の
事
を
思
い
出
し
て
淋
し
さ
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
内
山
書
店
」
で
見
た
「
ロ
ダ
ン
の
『
娼
婦
な

り
し
女
』
の
複
写
」
を
思
い
出
し
て
「
ツ
ワ
リ
の
様
な
悪
寒
」
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
「
蒋
介
石
の
魔
手
」
を
避
け
て
漢
口
に

行
こ
う
と
す
る
「
コ
ン
ミ
ユ
ニ
ス
ト
」
の
「
郁
さ
ん
」
│
│
郁
達
夫
の
こ
と
だ
ろ
う
│
│
か
ら
は
、
別
れ
際
に
「
ベ
ー
ベ
ル
著
、
山
川
菊

江
訳
『
婦
人
論
』」
を
手
渡
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
も
彼
女
の
日
常
だ
。
こ
の
よ
う
に
享
楽
と
革
命
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
志
向
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
彼
女
の
心
性
は
、
そ
の
ま
ま
当
時
の
上
海
の
街
を
覆
っ
て
い
た
空
気
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

＊

＊

＊

こ
こ
ら
で
も
う
一
冊
の
「
萬
華
鏡
」
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
中
表
紙
に
「ＶＯＬ４

.
ＮＲＯ２

.

」
と
の
表
記
が
あ
る
一
九
三
〇
年
四
月

五
日
発
行
の
同
誌
で
は
、
編
輯
人
が
「
上
海
北
四
川
路
Ｙ
一
〇
〇
六
号
Ａ

中
島
洋
一
郎
」
と
変
わ
っ
て
い
る
。
発
行
人
（
発
行
所
）
と

印
刷
人
（
印
刷
所
）
は
創
刊
号
と
同
じ
、
定
価
は
倍
の
四
角
と
な
っ
て
い
る
。
総
頁
数
三
八
ペ
ー
ジ
。
こ
ち
ら
も
ま
ず
は
目
次
を
引
い
て

お
く
（
頁
の
記
載
が
な
い
の
で
各
執
筆
者
の
後
ろ
に
括
弧
を
つ
け
て
補
っ
た
）。

時
調
今
昔
抄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
喜
多
青
磁
…
（
二
）

洋
袴
と
嫁
入
道
具
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
雨
…
（
五
）

マ
マ

商
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鳥
其
山
…
（
七
）

芸
術
劇
社
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鄭
伯
奇
…
眞

ソ
ヴ
エ
ツ
ト
映
画
の
最
近
傾
向
…
…
…
…
…
秋
元
二
郎
…
（
九
）

〔
る
し
や
の
あ
あ
る
〕

随
意
小
酌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陳
影
湖
…
（
一
二
）

上
代
支
那
人
の
理
想
生
活
…
…
…
…
…
…
…
筱
文
生
…
（
一
四
）

マ
マ

或
夜
の
感
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
本
初
技
…
（
一
五
）

入
木
道
の
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
島
守
三
…
（
一
六
）

マ
マ

二
つ
の
見
方
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鳥
其
山
…
（
一
七
）

〔
十
六
ミ
リ
〕

小
型
映
画
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
口
慎
一
…
（
一
八
）

１６
�
映
画
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
…
…

升
屋
治
三
郎
…
（
一
八
）

上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
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ワ
ー
ク
の
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成
と
奥
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目
次
中
に
記
載
は
な
い
が
、
三
八
ペ
ー
ジ
に
は
「�
萬
華
鏡
座
�
上
演
草
稿
」
と
題
し
て
、
升
屋
治
三
郎
脚
色
・
胡
児
演
出
「
も
ど
か

し
く
」（
一
場
）
と
「
夢
中
の
錯
覚
」（
一
場
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

執
筆
者
の
中
に
は
、
創
刊
号
と
は
異
な
る
、
あ
る
い
は
そ
の
折
の
「
同
人
」
と
し
て
名
の
挙
が
っ
て
い
な
か
っ
た
者
も
結
構
混
じ
っ
て

い
て
、
こ
の
号
が
出
る
ま
で
の
二
年
半
を
越
え
る
間
に
内
山
書
店
に
出
入
り
す
る
顔
ぶ
れ
に
も
種
々
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

も
す
る
が
、
今
回
の
調
査
で
こ
ち
ら
の
号
に
つ
い
て
は
、
日
清
汽
船
会
社
船
長
山
本
正
雄
の
妻
で
、
魯
迅
と
も
交
友
の
あ
っ
た
山
本
初
枝

以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
そ
の
山
本
初
枝
が
同
号
に
寄
せ
た
「
或
夜
の
感
想
」
で
は
、
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
会

場
で
見
か
け
た
映
画
女
優
の
メ
ア
リ
ー
・
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
容
姿
に
華
や
ぎ
を
感
じ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
た
り
、『
源
氏
物
語
』
の

「
浮
舟
」
を
現
代
語
訳
し
た
原
田
歌
津
子
の
「
浮
舟
の
巻
」
が
、
優
美
に
し
て
繊
弱
な
王
朝
の
女
の
哀
れ
を
伝
え
る
一
編
の
読
物
と
し
て

上
下
二
段
組
五
頁
分
を
割
い
て
載
っ
て
い
る
よ
う
に
、
創
刊
号
で
確
認
さ
れ
た
文
化
的
雑
居
の
位
相
は
基
本
的
に
は
保
た
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
当
時
の
上
海
に
あ
っ
て
芸
術
の
大
衆
性
に
足
場
を
置
き
、
勢
力
の
拡
張
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
左
翼
芸
術
界
の

動
き
と
強
く
結
び
つ
い
た
言
説
が
、「
小
特
集
」
形
式
も
含
め
て
随
所
に
見
出
せ
る
こ
と
も
、「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
一
特
徴

な
の
で
あ
る
。

明
日
の
芸
術
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
秋
元
二
郎
…
（
一
九
）

冬
の
風
景
（
シ
ナ
リ
オ
）
…
…
…
…
…
…
…
筧
陽
一
…
（
二
一
）

C
hestertield

T
hey

Satisfy

…
…
…
…
…
…

Ｊ
Ｏ
Ｅ
…
（
二
三
）

浮
舟
の
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
田
歌
津
子
…
（
二
七
）

羊
の
素
描
（
人
形
劇
脚
本
）
…
…
…
…
…
…
陶
晶
孫
作

安
藤
文
生
訳
…
（
三
三
）

│
│
萬
華
鏡
グ
ラ
フ
「
父
帰
る
」「
十
六
ミ
リ
」
作
品
│
│

上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
奥
行

四
五



周
知
の
と
お
り
蒋
介
石
国
民
党
の
弾
圧
に
よ
っ
て
創
造
社
出
版
部
は
一
九
二
九
年
二
月
に
封
鎖
さ
れ
た
が
、
旧
同
人
や
そ
の
周
囲
に
い

た
左
派
青
年
芸
術
家
た
ち
に
よ
っ
て
同
年
一
〇
月
に
は
演
劇
を
通
じ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
協
調
を
目
指
そ
う
と
す
る
芸
術
劇
社
が

誕
生
、
一
九
三
〇
年
三
月
に
は
押
し
寄
せ
る
反
動
化
の
波
に
抗
す
る
作
家
た
ち
の
統
一
を
求
め
る
気
運
の
中
で
、
中
国
左
翼
作
家
連
盟
も

結
成
さ
れ
た
。「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
は
自
ら
の
日
本
留
学
時
代
を
回
想
し
た
随
筆
「
梅
雨
の
思
出
」
を
載
せ
て
お
り
、
芸
術
劇
社
の
出

発
に
際
し
て
は
同
社
の
社
長
に
推
さ
れ
た
鄭
伯
奇
が
「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
に
寄
せ
た
「
芸
術
劇
社
に
就
て
」
は
、
ま
さ
に
こ

う
い
う
時
代
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
芸
術
劇
社
の
初
公
演
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
「
愛
と
死
の
戯
れ
」、
ア
プ
ト
ン

・
シ
ン
ク
レ
ア
「
二
階
の
男
」、
ル
メ
ル
テ
ン
「
炭
坑
夫
」
の
三
つ
の
演
目
を
掲
げ
て
一
九
三
〇
年
一
月
に
行
わ
れ
た
が
、
鄭
伯
奇
の
文

章
は
こ
の
出
来
事
を
一
転
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
「
千
篇
一
律
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
終
始
し
て
い
た
「
支
那
の
新
劇
運
動
」

が
、「
生
死
の
境
を
迷
ふ
大
衆
」
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
文
字
に
依
拠
す
る
文
学
よ
り
も
、
作
品
に
盛
ら
れ
た
思
想
や
感
情
を
大
衆
に
伝
え
て
い
く
上
で
有
効
に
機

能
す
る
側
面
を
持
ち
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
様
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
活
動
を
大
衆
の
間
に
広
め
て
い
く
た
め
の
物
質
的
手
段
・
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の
が
映
画
、
そ
れ
も
「
１６
袢
」
と
い
う
小
型
映
画
で
あ
る
こ
と
を
同
じ
雑
誌
の
中
で
主
張
し
た
も
の
が
、
小
特

集
の
「
十
六
ミ
リ
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
並
ん
だ
三
つ
の
評
論
の
う
ち
、
山
口
慎
一
と
升
屋
治
三
郎
の
も
の
は
、「
山
宣
葬
儀
」
や
「
梁
上

君
子
」（
前
出
「
二
階
の
男
」）
上
演
の
撮
影
に
、
簡
易
性
に
富
ん
だ
小
型
映
画
あ
る
い
は
十
六
ミ
リ
映
画
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ

触
れ
つ
つ
、
こ
う
し
た
一
事
に
拠
っ
て
も
小
型
映
画
が
す
で
に
「
有
閑
者
の
て
す
さ
び
」
や
「
ホ
ー
ム
ム
ビ
イ
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
時
代
は
過
ぎ
、「
工
場
」
や
「
街
頭
」
に
持
ち
出
さ
れ
る
武
器
の
一
つ
に
な
り
始
め
た
と
告
げ
て
い
る
。「
十
六
ミ
リ
」
に
対
し
て
両
者

の
下
す
評
価
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
〈
東
シ
ナ
海
〉
の
波
濤
を
越
え
て
、
時
期
的
に
は
少
し
遡
る
が

一
九
二
八
年
六
月
号
の
全
日
本
無
産
者
芸
術
聯
盟
機
関
誌
「
戦
旗
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
佐
々
元
十
「
玩
具
・
武
器
│
│
撮
影
機
」
中
に
出

上
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・
内
山
書
店
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文
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て
く
る
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
聯
盟
の
左
翼
劇
場
映
画
部
が
企
図
し
つ
つ
あ
っ
た
「
小
撮
影
機
に
よ
る
撮
影
」
と
「
日
常
的
持
ち
込

み
」
と
い
う
映
画
行
動
と
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

創
造
社
と
の
関
係
は
か
な
り
早
く
か
ら
あ
っ
た
人
物
で
、
た
だ
し
「
萬
華
鏡
」
同
人
と
し
て
は
創
刊
号
に
名
を
連
ね
て
い
な
か
っ
た
陶

晶
孫
眥
の
人
形
劇
脚
本
「
羊
の
素
描
」
が
安
藤
文
夫
の
訳
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
、
創
造
社
の
い
わ
ゆ
る
〈
左
旋
回
〉
の
余
波
が
こ
の
部

分
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
と
と
も
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
作
品
が
雑
誌
「
大
衆
文
芸
」
か
ら
の
転
載
で
あ

っ
た
こ
と
だ
。

一
九
二
八
年
九
月
、
郁
達
夫
の
編
集
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
「
大
衆
文
芸
」
は
、
創
造
社
の
閉
鎖
以
後
も
発
行
を
続
け
て
文
芸
左
翼
の
作

家
た
ち
の
活
動
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
一
九
二
九
年
六
月
、
そ
の
編
集
は
郁
達
夫
か
ら
陶
晶
孫
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し

て
、
同
年
一
一
月
刊
行
の
第
二
巻
第
一
期
（
通
算
七
号
）
か
ら
陶
晶
孫
の
名
前
は
正
確
に
編
集
責
任
者
と
し
て
出
て
く
る
の
だ
が
、
そ
う

し
た
編
集
の
労
を
執
る
一
方
で
、
寄
稿
者
と
し
て
の
彼
が
同
号
に
発
表
し
た
作
品
が
、
は
か
ら
ず
も
「
羊
の
素
描
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
相
互
の
雑
誌
媒
体
の
間
に
あ
っ
て
、
あ
る
作
品
の
転
載
と
い
う
事
態
は
往
々
に
し
て
起
き
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
大
連
で
刊

行
さ
れ
て
い
た
満
洲
文
化
協
会
（
満
蒙
、
中
日
文
化
協
会
）
の
機
関
雑
誌
「
満
蒙
」
の
一
九
三
一
年
一
月
号
を
繰
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
に
は

一
九
二
八
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た
「
創
造
月
刊
」
第
二
巻
第
一
期
所
載
の
鄭
伯
奇
の
小
説
「
帝
国
の
名
誉
」（
原
題＝

「
帝
国
的
栄
光
」）
が
、

赤
塚
吉
次
郎
訳
で
転
載
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。

し
か
し
、
い
ま
話
題
に
し
た
「
萬
華
鏡
」
と
「
大
衆
文
芸
」
と
の
間
に
見
ら
れ
る
「
羊
の
素
描
」
の
転
載
の
場
合
は
、
そ
れ
よ
り
は
も

う
一
歩
先
に
進
ん
だ
考
察
課
題
を
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
陶
晶
孫
や
鄭
伯
奇
の
名
前
は
見
え
て
も
、
そ
の
一
方
で
消

閑
や
趣
味
の
陶
冶
に
役
立
ち
そ
う
な
作
品
も
配
さ
れ
て
い
る
「
萬
華
鏡
」
と
、
文
芸
サ
ロ
ン
的
な
雰
囲
気
に
浸
る
代
わ
り
に
〈
大
衆
（
民

衆
）〉
の
た
め
の
文
芸
を
創
造
す
る
こ
と
を
標
榜
す
る
「
大
衆
文
芸
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
基
本
的
性
格
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
と
考
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え
ら
れ
て
い
る
雑
誌
の
間
で
如
上
の
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
個
々
に
得
て
い
た
評
価
や
、
そ
の
評
価
の
配

置
や
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た
文
学
史
の
見
え
方
に
、
あ
る
変
更
を
迫
っ
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
い
に
対
し
て
有
効
な
解
答
を
与
え
て
く
る
も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
こ
こ
で
再
び
「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
戻
り
、
そ
こ

に
載
っ
て
い
た
王
独
清
の
「
上
海
の
夏
」
の
内
容
と
そ
の
ゆ
く
え
を
追
っ
て
み
よ
う
。

＊

＊

＊

「
編
輯
の
言
葉
」
が
示
す
方
針
に
従
い
一
頁
に
収
め
ら
れ
た
「
上
海
の
夏
」
は
、
中
国
語
で
書
か
れ
た
散
文
で
あ
り
、
こ
の
街
の
中
に

あ
る
フ
ラ
ン
ス
公
園
を
舞
台
に
し
て
、
そ
の
石
灰
質
の
塀
で
囲
ま
れ
た
公
園
の
内
と
外
の
世
界
の
違
い
、
つ
ま
り
濃
い
樹
陰
を
通
し
て
涼

し
い
風
が
ベ
ン
チ
に
憩
う
遊
客
の
上
を
ゆ
る
や
か
に
吹
き
過
ぎ
て
い
く
生
活
空
間
と
、
熱
風
が
埃
を
巻
き
上
げ
る
焦
げ
付
く
よ
う
な
道
の

上
を
汗
と
泥
に
ま
み
れ
た
苦
力
た
ち
が
荷
車
を
押
し
て
い
く
生
活
空
間
と
の
違
い
を
浮
き
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
の
生
の

回
復
を
目
指
し
て
の
労
働
大
衆
の
自
覚
や
団
結
を
促
そ
う
と
す
る
作
品
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
作
品
発
表
の
約
一
年
後
の
日
本
で
発
行
さ
れ
た
「
戦
旗
」
一
九
二
八
年
六
月
号
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
山
口
慎
一
訳
で
王

独
清
の
「
故
国
よ
、
私
は
帰
つ
て
来
た
」
と
い
う
作
品
が
載
っ
て
い
る
。「
上
海
の
夏
」
と
違
っ
て
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
詩
に
属
す
る
も

の
だ
が
、
し
か
し
そ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
た
る
や
、

お
ゝ
、
租
界
の
公
園
、
お
ゝ
、
租
界
の
公
園
。
／
か
く
も
堅
い
鉄
の
門
！
か
く
も
高
い
セ
メ
ン
ト
の
垣
！
／
私
は
知
つ
て
ゐ
る
、
私
は
こ
の
炎
熱

の
日
に
知
つ
て
ゐ
る
、
／
公
園
に
は
必
ら
ず
や
濃
い
樹
蔭
が
充
満
し
て
ゐ
る
事
を
。
／
涼
し
い
風
は
樹
蔭
か
ら
起
つ
て
、
緩
や
か
に
、
緩
や
か
に
吹

き
、
／
遊
客
達
が
腰
を
下
し
て
ゐ
る
ベ
ン
チ
を
洗
ひ
、
／
必
ら
ず
や
数
多
く
の
男
女
は
軽
や
か
な
薄
着
を
ま
と
つ
て
、
／
み
な
そ
の
ベ
ン
チ
の
上
に

快
よ
く
、
憩
ふ
て
ゐ
る
事
を
。
／
だ
が
、
だ
が
、
公
園
の
外
に
太
陽
は
通
り
の
地
面
を
焦
げ
つ
か
す
や
う
に
照
り
つ
け
る
。
／
そ
れ
に
多
く
の
苦
力
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は
土
を
積
ん
だ
重
い
車
を
懸
命
に
押
し
て
進
む
。
／
彼
等
の
、
彼
等
の
顔
に
、
胸
に
、
汗
は
一
ぱ
い
に
流
れ
て
ゐ
る
。
／
彼
等
の
足
の
運
び
は
今
に

も
倒
れ
さ
う
に
苦
し
げ
だ
。
…
…
／
お
ゝ
、
公
園
の
セ
メ
ン
ト
の
垣
は
か
く
も
内
と
外
と
を
分
け
隔
て
ゝ
ゐ
る
。
／
公
園
の
中
の
涼
し
い
風
、
そ
れ

が
ど
う
し
て
こ
の
通
り
に
ま
で
届
く
も
の
か
！

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
ま
さ
に
詩
の
形
式
に
書
き
換
え
ら
れ
た
「
上
海
の
夏
」
な
の
で
あ
る
眦
。

上
下
二
段
四
頁
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
こ
の
詩
の
後
半
部
は
、「
上
海
の
夏
」
で
は
ま
だ
暗
示
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
（
検

閲
、
弾
圧
に
対
す
る
配
慮
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
）
労
働
者
階
級
の
蜂
起
を
促
す
言
葉
が
は
っ
き
り
と
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
点
で

の
ト
ー
ン
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
あ
の
一
九
二
八
年
三
月
一
五
日
の
共
産
党
員
大
検
挙
の
あ
っ
た
直
後
に
結
成
さ
れ
た
全
日
本
無
産
者

芸
術
聯
盟
の
機
関
誌
「
戦
旗
」
と
、
上
海
に
集
う
文
芸
愛
好
家
で
あ
れ
ば
誰
で
も
出
入
り
自
由
と
い
っ
た
形
で
発
足
し
た
「
萬
華
鏡
」
創

刊
号
と
の
間
に
、
早
く
も
こ
う
し
た
結
び
つ
き
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
と
く
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

「
萬
華
鏡
」
を
そ
の
一
部
に
組
み
込
ん
だ
こ
の
よ
う
な
言
説
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
宇
留
河
泰
呂
と
い
う
画
家
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
持
っ
て
現
れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
名
宮
崎
辰
親
、
慶
応
義
塾
中
退
、「
ゲ
エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム
・
プ

ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
」
へ
の
参
加
を
経
て
こ
の
時
期
上
海
に
逗
留
し
て
い
た
宇
留
河
に
つ
い
て
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
」
取
材
班
は
、

既
述
し
た
よ
う
に
彼
が
「
萬
華
鏡
」
の
表
紙
を
描
い
た
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
彼
の
言
葉
も
交
え
て
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
宇
留
河
が
内
山
書
店
で
付
き
合
っ
て
い
た
「
萬
華
鏡
」
の
同
人
た
ち
か
ら
頼
ま
れ
て
引
き
受
け
た
「
萬
華
鏡
」
の
装
幀
が
、
そ
の
全

て
に
わ
た
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
号
か
に
限
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
眛
。

そ
こ
で
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和

上
海
共
同
租
界
』
で
も
写
真
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
表
紙
を

再
点
検
し
て
み
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
一
緒
に
こ
の
写
真
版
も
載
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
宇
留
河
の
作
で
あ
る
こ
と
は
言
外

の
真
実
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
、
で
あ
る
。
い
く
ぶ
ん
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
右
か
ら
左
へ
と
横
に
並
べ
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た
「
萬
華
鏡
」
の
文
字
の
下
に
、「ＬＡ

Ｋ
ＡＬＥＩＤ

ＯＳＫＯＰＯ

」
と
い
う
文
字
が
今
度
は
左
か
ら
右
に
傾
い
て
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
レ
タ
リ

ン
グ
、
お
か
っ
ぱ
頭
で
襟
に
毛
皮
の
つ
い
た
コ
ー
ト
を
ま
と
っ
た
少
女
を
描
き
入
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
を
線
と
面
と
で
分
割
し
て

い
る
構
図
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
画
面
左
下
に
記
さ
れ
て
い
る
画
家
の
署
名
と
お
ぼ
し
き
文
字
が
少
々
見
づ
ら

い
。
こ
れ
が
「ＰＡＮ

（Ｐａｎ

）」
と
明
瞭
に
読
め
る
と
、
通
称
「
パ
ン
さ
ん
」
で
通
っ
て
い
た
宇
留
河
の
作
品
だ
と
確
定
で
き
る
の
だ
が
。

そ
う
読
め
る
よ
う
で
も
あ
り
、
読
め
な
い
よ
う
で
も
あ
り
、
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
。

し
か
し
、
万
一
、
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
表
紙
が
宇
留
河
の
作
で
な
く
て
も
、
重
要
な
の
は
こ
の
時
期
の
彼
が
、
単
に
そ
れ
以
外
の

「
萬
華
鏡
」
の
表
紙
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
発
想
の
面
白
さ
と
技
術
の
卓
抜
さ
に
支
え
ら
れ
た
装
幀
画
に
よ
っ
て
、
上

海
の
書
籍
の
外
貌
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
動
き
を
見
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
同
時
代
の
証
言
、
後
代
か
ら
の
回
想
の
双
方
眷
と
も
に
言

及
し
て
い
る
そ
う
し
た
宇
留
河
の
活
躍
の
実
態
を
い
く
つ
か
拾
う
と
、
た
と
え
ば
一
九
二
八
年
九
月
に
郁
達
夫
の
編
集
に
よ
っ
て
創
刊
さ

れ
た
「
大
衆
文
芸
」
の
表
紙
や
、
一
九
二
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
東
亜
同
文
書
院
第
二
十
五
期
生
大
旅
行
紀
念
誌
『
線
を
描
く
』
の
装

幀
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
「
大
衆
文
芸
」
の
表
紙
画
は
構
成
主
義
的
な
作
風
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
題
材
の
配
置
に
よ
っ
て
、
雑
誌

を
手
に
し
た
人
々
の
目
を
惹
き
つ
け
る
に
十
分
な
役
割
を
果
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
宇
留
河
の
手
を
経
た
表

紙
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
自
体
、「
萬
華
鏡
」
と
い
う
雑
誌
が
、
宇
留
河
の
活
動
を
介
し
て
上
海
出
版
界
の
中
に
生
じ
始
め
た
造
本
感
覚
を

め
ぐ
っ
て
の
新
た
な
潮
流
と
も
無
縁
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
線
を
描
く
』
に
関
し
て
は
、
宇
留
河
の
装
幀
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
、
同
書
の
「
小
序
」
に
お
い
て
、
こ
の
本
の
装
幀
を
「Ｐａｎ

宇
留
河
」
に
頼
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
東
亜
同
文
書
院
第
二
十
五
期
生

旅
行
紀
念
誌
編
纂
委
員
の
一
人
で
も
あ
り
、
奥
付
で
は
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
彼
の
名
前
の
み
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
山
口
慎
一
で
あ
る

こ
と
だ
。
翻
っ
て
み
れ
ば
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
、
他
の
新
聞
と
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
上
で
郁
達
夫
と
の
間
に
行
っ
た
意
見
交
換
の
続
き
を
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持
ち
込
ん
だ
り
、
同
誌
掲
載
「
上
海
の
夏
」
の
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー

フ
を
受
け
つ
い
だ
王
独
清
「
故
国
よ
、
私
は
帰
つ
て
来
た
」
の

「
戦
旗
」
掲
載
に
際
し
て
邦
訳
の
労
を
と
っ
た
山
口
慎
一
と
は
、

「
萬
華
鏡
」
と
い
う
器
の
中
に
収
ま
っ
て
い
た
言
説
（
装
幀
も
含

む
）
や
、
そ
こ
に
集
っ
た
者
た
ち
の
間
が
味
わ
っ
て
い
た
快
い
文

化
的
融
合
の
機
会
を
積
極
的
に
外
の
世
界
へ
連
れ
出
し
、
そ
こ
で

の
接
触
を
盛
ん
に
さ
せ
て
い
く
触
媒
の
よ
う
な
働
き
を
な
し
て
い

る
人
物
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

【『線を描く』1929年 3月】
（愛知大学東亜同文書院大学記念セ
ンター蔵）

【「大衆文芸」1928年 9月】
（『一九三〇年代上海魯迅』（町田市
立国際版画美術館・山梨県立美術
館 1994. 4）より転載）

【「萬華鏡」1930年 4月号】
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そ
し
て
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
東
亜
同
文
書
院
卒
業
後
も
、
満
鉄
本
社
就
職
に
よ
る
大
連
へ
の
移
動
を
伴
い
つ
つ
、
し
ば
ら
く
の

間
は
加
速
化
こ
そ
す
れ
、
減
速
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
傾
向
は
、
す
で
に
卒
業
を
半
年
後
に
控
え
た
一
九
二
八
年
一
一
月
と
一
二
月
の
「
満
蒙
」
に
連
載
さ
れ
た
「
上
海
文
壇
交
遊
記
」

に
お
い
て
、
内
山
書
店
で
遭
っ
た
郁
達
夫
と
百
星
大
戯
院
に
行
き
、
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
か
ら
取
っ
た
「
青
春
の
泉
」
を
見
た
こ
と

や
、
あ
る
日
の
文
芸
漫
談
会
に
田
漢
と
欧
陽
予
倩
が
偶
然
来
合
わ
せ
た
た
め
に
、
そ
の
日
予
定
し
て
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
追
想
の
趣
旨
が
急

遽
変
更
、「
支
那
の
民
衆
劇
」
を
め
ぐ
る
話
に
花
が
咲
い
た
こ
と
を
回
想
、
紹
介
す
る
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
こ
の
欧

陽
予
倩
の
仕
事
を
伝
え
る
べ
く
大
内
隆
雄
と
い
う
筆
名
を
用
い
て
、
彼
の
戯
曲
「
勇
ま
し
き
主
婦
（
一
幕
）」
と
評
論
「
漢
口
の
花
鼓
戯
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
満
蒙
」
一
九
二
九
年
六
月
号
・
七
月
号
に
訳
載
し
た
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
、「
勇
ま
し
き
主
婦
」
と
同

じ
号
に
載
っ
た
「
支
那
の
新
文
学
逍
遥
」
で
も
、
題
名
が
示
す
よ
う
に
「
支
那
の
新
文
学
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
の
中
を
逍
遥
し

な
が
ら
、
そ
こ
に
王
独
清
が
「
或
る
グ
ル
ー
プ
の
席
」
で
「
私
は
カ
フ
エ
か
ら
出
て
来
て
」
と
い
う
詩
を
朗
誦
し
た
こ
と
や
、
一
九
二
八

年
頃
の
上
海
で
出
版
さ
れ
た
書
籍
中
、Ｐａｎ

宇
留
河
の
寄
与
し
た
「
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
風
な
装
幀
を
し
た
幾
種
か
の
本
」
が
ひ
と
き

わ
目
を
惹
い
て
い
た
こ
と
の
思
い
出
を
差
し
挟
ん
で
い
く
し
、
山
内
耀
の
筆
名
で
「
満
蒙
」
一
九
三
〇
年
二
月
号
に
発
表
し
た
「
支
那
新

戯
曲
数
篇
」
で
は
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
時
の
同
人
田
漢
の
「
獲
虎
之
夜
」
上
演
に
際
し
て
、
当
時
上
海
の
学
校
に
い
た
自
分
も
舞
台
に
上

っ
て
協
力
、
彼
と
の
絆
が
そ
れ
に
よ
っ
て
深
ま
っ
た
こ
と
を
な
つ
か
し
げ
に
告
げ
る
。

山
口
慎
一
の
こ
う
し
た
言
説
は
、
同
時
期
の
満
鉄
各
図
書
館
報
「
書
香
」
中
に
も
見
出
せ
る
、
こ
れ
ら
と
一
部
重
な
る
言
説
眸
と
あ
い

ま
っ
て
、
上
海
か
ら
離
れ
た
地
域
で
文
芸
文
化
の
生
産
と
享
受
に
何
が
し
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
人
々
の
目
に
、「
萬
華
鏡
」
を
一
つ

の
要
と
し
て
織
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
上
海
内
山
書
店
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
豊
か
な
色
彩
と
餤
剌
さ
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
印
象
づ
け
て

い
く
上
で
、
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
放
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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む
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
そ
こ
で
育
ま
れ
て
き
た
独
自
の
文
化
も
あ
り
、
た
と
え
ば
山
口
が
第
二
の
活
動
の
拠
点
と
し
た
大

連
に
し
て
み
て
も
、
あ
の
安
西
冬
衛
、
北
川
冬
彦
の
「
亜
」
に
代
表
さ
れ
る
、
同
人
た
ち
の
文
化
的
雑
居
の
イ
メ
ー
ジ
を
売
り
に
す
る
よ

り
は
、
純
粋
で
前
衛
的
な
詩
精
神
を
共
有
の
精
神
的
基
盤
と
す
る
同
人
雑
誌
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

だ
が
、
そ
う
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
あ
る
文
化
の
型
を
持
つ
地
域
に
、
そ
れ
と
は
別
の
型
を
持
っ
た
文
化

が
紹
介
さ
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
両
者
の
相
互
影
響
と
相
互
侵
犯
が
生
じ
る
こ
と
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
山
口
慎
一
の
言
説
の
波

及
効
果
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
そ
れ
に
つ
い
て
十
分
な
解
答
を
示
せ
な
い
こ
と
を
恥
じ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、「
満
蒙
」
一
九
三
一
年
三
月
号
の
「
卓
上
メ
モ
」
欄
に
載
っ
た
、
文
芸
同
人
雑
誌
「
線
」
が
大
連
で
近
々
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
告
げ

る
文
章
中
に
、「
理
論
は
抜
き
に
し
て
暗
い
生
活
の
一
寸
し
た
息
抜
き
に
な
れ
ば
い
い
と
思
つ
て
る
。
同
人
は
み
ん
な
か
う
い
ふ
事
に
は

未
経
験
の
素
人
だ
か
ら
、
良
い
も
の
は
直
ぐ
書
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
タ
ダ
に
衒
つ
た
不
快
を
与
へ
ま
い
と
努
め
る
。『
線
』

マ
マ

は
一
頁
を
単
位
と
す
る
同
人
は
一
単
位
は
必
ず
何
か
書
く
」
と
い
っ
た
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
の
一
頁
一
作
主
義
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
が

見
ら
れ
る
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
上
で
の
展
望
が
拓
け
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
山
口
慎
一
が
見
て
き
た
よ
う
に
、「
萬
華
鏡
」
の
刊
行
が
続
け
ら
れ
て
い
る
間
に
上
海
か
ら
大
連
に
移
り
、
さ
ら
に

「
満
洲
評
論
」
の
編
集
の
任
に
あ
た
っ
た
後
に
は
、
在
満
中
国
人
作
家
の
翻
訳
、
紹
介
の
第
一
人
者
大
内
隆
雄
と
し
て
新
京
で
活
躍
し
て

い
く
と
い
う
よ
う
に
、「
萬
華
鏡
」
か
ら
出
立
し
た
〈
移
動
〉
す
る
同
人
の
一
典
型
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
「
萬

華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
の
刊
行
以
降
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
上
の
事
件
を
経
て
、
上
海
の
街
を
覆
う
空
気
が
が
ら
り
と
変
わ

る
時
に
至
っ
て
も
こ
の
街
に
生
活
の
基
盤
を
置
く
、
い
わ
ば
〈
居
残
る
〉
同
人
が
展
開
し
た
言
説
活
動
の
実
態
や
そ
れ
が
指
し
示
す
文
学

史
、
文
化
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
課
題
も
要
請
さ
れ
て
く
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

内
山
完
造
や
島
津
四
十
起
が
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
何
冊
も
の
著
書
（
随
筆
集
や
歌
集
）
を
公
刊
し
て
い
っ
た
こ
と
は
む
ろ
ん
の
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こ
と
だ
が
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
名
を
連
ね
た
同
人
た
ち
の
中
に
は
、
こ
の
二
人
を
除
い
て
も
、
そ
う
い
う
動
き
を
と
っ
た
人
物
が
意

外
に
多
か
っ
た
こ
と
が
興
味
を
惹
く
。
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
彼
等
の
残
し
た
作
品
の
意
義
を
深
く
探
る
に
は
至
ら
な
い
が
、

た
め
し
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
勃
発
を
半
年
後
に
控
え
た
一
九
四
一
年
上
半
期
の
邦
字
新
聞
「
大
陸
新
報
」
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
半
田

棉
行
上
海
支
配
人
代
理
の
職
に
あ
っ
て
「
萬
華
鏡
」
に
参
加
し
て
い
た
升
屋
治
三
郎
が
、
や
は
り
名
う
て
の
劇
評
家
と
し
て
登
場
し
て
い

る
し
、
石
井
淡
水
の
短
歌
や
喜
多
清
磁
（「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇
年
四
月
号
で
は
「
喜
多
青
磁
」）
の
随
筆
も
載
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
睇

こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
こ
う
。

最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
、
問
い
を
発
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
〈
移
動
〉
組
と
〈
居
残
り
〉
組
と
に
分
か
れ
て
い
っ
た

「
萬
華
鏡
」
同
人
た
ち
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
島
津
四
十
起
の

経
営
す
る
金
風
社
か
ら
「
上
海
消
息
」
と
い
う
雑
誌
が
昭
和
十
年
代
に
入
っ
て
出
て
い
る
睚
。
上
海
を
中
心
に
中
国
各
都
市
で
発
行
さ
れ

て
い
る
邦
字
新
聞
の
記
事
が
転
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
騒
然
た
る
時
代
の
趨
勢
を
反
映
し
て
こ
の
雑
誌
が
い
わ
ゆ
る
純
粋
な
文
芸
誌

で
は
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
が
、
そ
ん
な
記
事
と
同
居
し
て
載
っ
て
い
る
、
こ
の
時
期
の
島
津
が
俳
句
作
者
と
し
て
活
動
の
拠
点
と
し

て
い
た
蓬
巷
吟
社
の
同
人
句
抄
を
繰
っ
て
い
く
と
、
そ
の
中
に
は
彼
と
並
ん
で
石
井
淡
水
や
秋
元
二
郎
の
名
前
も
出
て
く
る
睨
の
だ
。
そ

し
て
ま
た
「
消
息
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
島
津
の
元
に
送
ら
れ
て
き
た
友
人
知
人
の
消
息
文
を
紹
介
す
る
欄
に
は
、「
萬
華
鏡
」
一
九
三
〇

年
四
月
号
に
「
或
夜
の
感
想
」
を
寄
せ
て
、
い
ま
は
東
京
に
い
る
山
本
初
枝
や
、「
萬
華
鏡
」
創
刊
号
に
「
心
情
は
抒
情
詩
の
一
聯
に
溶

け
」
る
云
々
の
詩
句
を
含
ん
だ
詩
を
発
表
し
て
、
い
ま
は
京
都
に
い
る
杉
本
勇
乗
か
ら
の
手
紙
、
そ
れ
に
加
え
て
「
満
洲
」
の
「
新
京
」

で
の
自
身
の
奮
闘
振
り
を
伝
え
る
山
口
慎
一
か
ら
の
手
紙
が
頻
繁
に
載
せ
ら
れ
て
い
く
睫
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
〈
い
ま
／
こ
こ
〉
で
の
活

動
に
は
、
日
中
関
係
の
変
化
や
現
在
の
彼
ら
を
取
り
包
む
人
間
関
係
が
影
を
落
と
し
、「
萬
華
鏡
」
の
時
代
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
か
つ
て
彼
ら
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
文
化
的
交
流
と
そ
れ
が
圏
を
な
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
記
憶
は
そ
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の
跡
を
完
全
に
絶
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
伏
流
水
が
地
表
に
溢
れ
出
て
く
る
よ
う
に
意
識
の
表
面
に
現
わ
れ
て
、
彼
ら
の
精
神
を

潤
し
て
い
る
こ
と
も
十
分
に
想
像
で
き
る
。「
上
海
消
息
」
４１
号
（
一
九
四
二
年
一
月
二
五
日
発
行
）
の
「
消
息
」
欄
で
紹
介
さ
れ
た
杉
本
勇

乗
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
│
│
「
山
本
初
枝
山
口
慎
一
久
し
く
を
相
み
ね
ど
皆
輝
き
て
生
く
」。

注盧

後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
装
幀
の
す
べ
て
を
宇
留
河
が
行
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
。

盪

目
次
・
本
文
と
も
に
無
題
の
岩
本
素
人
の
作
品
は
コ
ン
ト
風
の
小
品
。

蘯
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
は
一
九
一
七
年
に
、
一
九
一
三
年
に
創
刊
さ
れ
版
を
重
ね
て
き
た
『
上
海
案
内
』
か
ら
独
立
し
て
一
冊
の
本
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
以
降
、
毎
年
版
を
改
め
、
新
聞
広
告
で
確
認
し
た
か
ぎ
り
で
は
一
九
四
五
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
使
用
で
き
た

も
の
は
第
十
八
版
（
一
九
二
七
・
四
刊
）
と
第
二
一
版
（
一
九
三
〇
・
三
刊
）
で
あ
る
。

盻

ち
な
み
に
彼
の
実
兄
は
洋
画
家
の
清
水
登
之
で
あ
り
、『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』
に
拠
る
と
一
九
一
二
年
に
書
院
に
入
学
し
た
薫
三
自
身
も

在
学
中
に
ス
ケ
ッ
チ
集
『
上
海
の
色
』
を
出
版
し
た
と
い
う
。

眈

本
論
で
は
こ
れ
よ
り
後
で
紹
介
す
る
金
子
光
晴
「
南
支
遊
記
」（「
日
本
詩
人
」
一
九
二
六
・
一
〇
）
の
中
で
、
松
島
義
英
は
「
わ
が
上
海
に
於

け
る
日
本
詩
人
の
た
っ
た
三
人
」
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
の
二
人
は
杉
本
勇
と
萩
原
貞
雄
で
あ
る
。

眇

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
を
は
じ
め
と
し
て
今
回
用
い
た
資
料
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、『
伝
説
の
日
中
文
化
サ

ロ
ン

上
海
・
内
山
書
店
』
の
本
文
中
（
５１
ペ
ー
ジ
）
に
「
秋
元
二
郎
（
別
名
中
島
洋
二
郎
、
上
海
生
ま
れ
、
上
海
育
ち
の
文
筆
家
）」
と
い

う
記
述
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
著
者
が
何
に
依
拠
し
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
中
島
洋
二
郎
」
で
は
な
く
て
「
中

島
洋
一
郎
」
で
は
な
い
の
か
。
彼
の
名
前
な
ら
ば
『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
に
半
田
棉
行
勤
務
と
し
て
載
っ
て
い
る
し
、「
萬
華
鏡
」
一
九

三
〇
年
四
月
号
奥
付
に
も
同
誌
編
輯
人
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
支
那
在
留
邦
人
人
名
録
』
は
彼
の
出
身
地
を
「
静
岡
県
」
と
し

て
お
り
、
そ
の
点
は
再
び
『
伝
説
の
日
中
文
化
サ
ロ
ン

上
海
・
内
山
書
店
』
の
指
摘
と
ず
れ
て
き
て
し
ま
う
。
さ
ら
な
る
事
実
確
認
の
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
問
題
と
は
離
れ
る
が
、『
伝
説
の
日
中
文
化
サ
ロ
ン

上
海
・
内
山
書
店
』
の
叙
述
中
に
は
邦
字
新
聞
「
大
陸
新

報
」
の
発
行
地
を
上
海
で
は
な
く
「
大
連
」
と
誤
記
し
て
あ
る
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
正
し
て
お
き
た
い
。

上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
奥
行

五
五



眄

金
子
が
紹
介
し
た
杉
本
勇
の
詩
句
は
「
夕
方
の
海
辺
で
あ
る
／
杉
林
の
中
で
カ
ナ
�
�
が
ひ
と
つ
鳴
い
て
ゐ
る
、
／
松
葉
の
こ
ぼ
れ
る
音
が
砂

の
上
に
ひ
そ
か
だ
、
／
浜
に
乱
れ
散
つ
た
足
跡
が
ご
ぼ
�
�
黒
い
影
を
き
ざ
ん
で
行
く
／
浮
び
上
つ
た
白
い
浜
菊
の
一
並
び
／
そ
の
上
に
鳥
が

一
羽
風
に
流
れ
て
ゆ
く
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

眩

一
九
〇
四
年
に
南
京
路
で
開
業
し
た
ロ
ン
ド
ン
に
本
店
を
も
つ
大
百
貨
店
で
高
級
輸
入
商
品
を
扱
っ
て
い
た
。

眤
「
福
禄
寿
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
郁
達
夫
「
閑
情
日
記
」
一
九
二
七
年
四
月
二
九
日
、「
厭
炎
日
記
」
同
年
六
月
二
七
日
の
箇
所
に
「
福
禄

寿
」
で
食
事
を
と
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

眞

ペ
ー
ジ
数
の
記
載
な
し
。

眥
「
萬
華
鏡
」
創
刊
時
点
で
陶
晶
孫
の
名
が
同
人
欄
に
見
え
な
い
の
は
、
当
時
彼
が
日
本
に
い
て
、
中
国
に
戻
っ
た
の
が
一
九
二
九
年
一
月
だ
っ

た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

眦

試
し
に
「
上
海
の
夏
」
の
前
半
部
分
を
引
用
し
て
み
る
。「
故
国
よ
、
私
は
帰
つ
て
来
た
」
と
の
重
な
り
具
合
が
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

「
上
海
的
夏
天
来
了
。
／
我
住
在
法
国
公
園
的
近
旁
、
但
是
我
這
次
到
上
海
後
、
卻
還
没
有
進
去
過
一
次
。
我
想
這
時
園
中
的
樹
蔭
一
定
很

是
濃
厚
、
並
且
清
凉
的
風
由
樹
蔭
中
落
下
、
拂
着
遊
客
休
憩
的
長
椅
。
這
時
一
定
有
許
多
男
女
、
穿
着
薄
軟
的
夏
衣
、
坐
在
長
椅
上
出
神
、

或
者
談
話
去
消
磨
這
無
聊
的
暑
季
。
／
／
但
是
這
時
馬
路
上
、
卻
正
被
酷
焼
的
太
陽
、
�
得
幾
乎
連
地
層
都
熱
起
来
了
。
有
許
多
苦
力
在
推

着
装
士
的
車
子
、
�
扎
地
走
着
。
他
們
焦
黒
的
臉
上
、
流
着
一
股
一
股
的
汗
水
、
他
們
底
気
喘
得
幾
乎
接
不
上
来
、
他
們
底
歩
履
也
艱
難
得

像
是
快
要
跌
倒
了
。
／
／
公
園
中
的
凉
風
、
總
吹
不
到
這
馬
路
上
来
。
公
園
的
石
灰
質
的
牆
欄
、
就
這
様
把
内
外
隔
成
了
両
個
世
界
。」。

眛

宇
留
河
が
来
滬
し
た
正
確
な
日
時
に
つ
い
て
は
未
詳
。『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和

世
界
へ
の
登
場
２

上
海
共
同
租
界
』
は
一
九
二
七
年
と
し

て
い
る
。
そ
の
年
の
前
半
な
ら
、
一
応
「
萬
華
鏡
」
の
創
刊
に
は
間
に
合
う
。
た
だ
し
、
創
刊
号
の
表
紙
画
か
ら
は
彼
の
持
つ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

冴
え
は
感
じ
取
れ
な
い
。

眷

管
見
で
は
、
山
口
慎
一
「
支
那
の
新
文
学
逍
遥
」（「
満
蒙
」
一
九
二
九
・
六
）
と
、
金
子
光
晴
「
色
と
光
の
エ
キ
リ
ブ
リ
ス
ト
」（「
芸
術
新

潮
」
一
九
七
一
・
七
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
と
し
て
目
に
と
ま
っ
た
。

眸
「
書
香
」
に
載
っ
た
山
口
の
上
海
時
代
を
回
顧
し
た
文
章
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
田
英
樹
「
中
国
文
学
の
翻
訳
者
大
内
隆
雄
」（『
文
学
に
み

る
「
満
洲
国
」
の
位
相
』（
研
文
出
版

二
〇
〇
〇
・
三
））
に
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
そ
の
点
で
の
重
複
を
避
け
、
こ
こ
で
は
岡
田
論
文
が
取

り
上
げ
て
い
な
い
「
満
蒙
」
中
の
文
章
を
多
く
紹
介
し
て
み
た
。

上
海
・
内
山
書
店
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
奥
行
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六



睇

こ
の
時
期
の
「
大
陸
新
報
」
に
載
っ
た
升
屋
の
文
章
と
し
て
は
「
歌
劇
『
上
海
之
歌
』
―
上
海
通
信
」（
一
九
四
一
・
二
・
二
、
三
）
や
「
バ
レ

エ
・
シ
ノ
―
『
古
刹
驚
夢
』
を
見
る
」（
一
九
四
一
・
六
・
二
一
、
二
二
）
が
あ
り
、
石
井
淡
水
、
喜
多
清
磁
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
上
海
歌

人
社
同
人
三
月
作
品
（
五
）」
と
し
て
「
輸
血
」
と
題
す
る
短
歌
三
首
（
一
九
四
一
・
三
・
二
八
）
と
、
随
筆
「
客
家
の
民
謡
」（
一
九
四
一
・

七
・
二
九
、
三
〇
）
が
あ
る
。

睚

こ
の
雑
誌
に
も
触
れ
な
が
ら
上
海
に
お
け
る
島
津
四
十
起
の
文
学
・
出
版
活
動
の
全
体
を
論
じ
た
も
の
に
、
和
田
博
文
「
上
海
在
留
日
本
人
の

出
版
活
動
│
│
島
津
四
十
起
と
金
風
社
│
│
」（「
ア
ジ
ア
遊
学
６２

特
集
上
海
モ
ダ
ン
」（
二
〇
〇
四
・
四
））
が
あ
る
。

睨

石
井
淡
水
の
作
品
は
１２
号
（
一
九
三
六
・
一
〇
・
一
五
）
と
１５
号
（
一
九
三
七
・
二
・
二
五
）、
秋
元
二
郎
の
作
品
は
１６
号
（
一
九
三
七
・
四

・
五
）、
１８
号
（
一
九
三
七
・
七
・
三
〇
）、
２５
号
（
一
九
四
〇
・
二
・
一
）
で
確
認
で
き
た
。

睫

山
本
初
枝
か
ら
の
消
息
文
は
２５
号
、
２６
号
（
一
九
四
〇
・
三
・
一
）、
２９
号
（
一
九
四
〇
・
七
・
五
）、
３２
号
（
一
九
四
〇
・
一
一
・
一
八
）、

４１
号
（
一
九
四
二
・
一
・
二
五
）、
杉
本
勇
乗
か
ら
の
消
息
文
は
２６
号
、
３２
号
、
４１
号
、
山
口
慎
一
か
ら
の
消
息
文
は
２４
号
（
一
九
四
〇
・
一

・
一
）、
２８
号
（
一
九
四
〇
・
五
・
一
五
）、
４１
号
、
４２
号
（
一
九
四
二
・
二
・
一
〇
）
に
載
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
雑
誌
の
調
査
に
あ
た
っ

て
は
か
な
り
前
に
神
奈
川
近
代
文
学
館
を
利
用
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
の
同
館
所
蔵
の
「
上
海
消
息
」
は
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
一
五
日
発
行

の
１２
号
か
ら
一
九
四
三
年
三
月
一
五
日
発
行
の
４７
号
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
欠
号
も
か
な
り
あ
る
。
し
た
が
っ
て
注
睨
に
挙
げ
た
人
物
の
場
合

も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
作
品
や
通
信
が
実
際
に
「
上
海
消
息
」
に
載
っ
た
回
数
は
さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

付
記本

研
究
は
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
年
度
関
西
学
院
大
学
共
同
研
究
（
一
般
研
究
Ｂ
：
研
究
課
題
「
海
洋
世
界
と
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
の
助
成

を
受
け
、
横
光
利
一
文
学
会
第
九
回
研
究
集
会
（
二
〇
〇
八
年
八
月
三
〇
日
）「
特
集

東
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
横
光
利
一
」
の
コ
ロ
キ

ア
ム
「
�
其
山
・L

yceum

・
上
海
ゲ
ッ
ト
ー
」
で
行
っ
た
講
演
（「
横
光
利
一
研
究
」
第
七
号
（
二
〇
〇
九
・
三
）
掲
載
）
の
内
山
書
店
に
関
わ
る

部
分
に
再
度
照
明
を
あ
て
、
そ
の
後
集
ま
っ
た
資
料
も
用
い
て
、
大
幅
な
加
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
萬
華
鏡
」
の
閲
覧
、
コ
ピ
ー
に
あ

た
っ
て
は
本
文
中
に
記
し
た
と
お
り
内
山
籬
氏
、
ま
た
宇
留
河
泰
呂
装
幀
の
『
線
を
描
く
』
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記

念
セ
ン
タ
ー
の
ご
厚
意
に
そ
れ
ぞ
れ
与
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
お
お
は
し

た
け
ひ
こ
・
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

上
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・
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文
化
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ワ
ー
ク
の
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と
奥
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